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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド
２、３面　令和２年度大学決算／学

生共済会予算、決算
４面　宇宙汚さない固体燃料実験に

成功／髙砂さん実験に貢献／
ＡＷＳロボコン準優勝／ＰＭ
国際資格に26人合格

５面　フジコー会長80歳で博士号／
高校教員に入試説明会／上田
准教授に教育賞／長瀬教授を
光協会が表彰／高度技術者育
成プログラム発進

６面　八街で皆既月食観望会／ＰＰ
Ａ総会書面で決議／ＪＡいち
かわから米２㌧

２回目接種始まる
新型コロナワクチン

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目
の
職
域
接
種
（
大
学
拠
点
接
種
）
が
７
月
23
日
、
本
学
津

田
沼
・
新
習
志
野
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
始
ま
っ
た
。
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
は
４
週
間
隔
で
２

回
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
学
で
は
１
回
目
を
千
葉
県
内
で
最
も
早
い
６
月
25
日
か
ら
開
始

し
、
７
月
５
日
ま
で
に
１
万
１
３
０
０
人
の
接
種
を
終
え
て
い
た
。

ワクチンの２回目学内接種を受け付けるスタッフたち(津田沼校舎で)

１
回
目
１
万
１
３
０
０
人
へ
無
事
に

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
は
都
内
に
入
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
公
道
で

の
実
施
は
軒
並
み

中
止
と
な
っ
た
。

７
月
19
日
に
、
ラ

ン
ナ
ー
が
走
ら
ず

に
聖
火
を
灯
し
て

つ
な
ぐ
「
ト
ー
チ

キ
ス
」
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
荒
川
区
の

南
千
住
野
球
場
で

行
わ
れ
、
本
学
の

瀬
戸
熊
修
理
事
長

が
参
加
し
た
。

　
瀬
戸
熊
理
事
長
は
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
墨
田
区
で
聖

火
を
掲
げ
て
走
る
予
定
だ
っ

た
が
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
葛

飾
↓
江
戸
川
↓
墨
田
↓
荒
川

と
各
区
を
走
る
予
定
だ
っ
た

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
順
番
に
聖

火
を
つ
な
い
だ
。

　
本
学
は
「
世
界
文
化
に
技

術
で
貢
献
す
る
」
建
学
の
精

神
の
も
と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

世
界
初
の
「
宇
宙
か
ら
の
流

星
観
測
」
計
画
や
、
福
島
第

一
原
発
に
投
入
し
た
災
害
対

応
ロ
ボ
ッ
ト
を
一
般
に
広
く

公
開
し
て
い
る
。
一
方
、
ス

ポ
ー
ツ
も
こ
れ
ま
で
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
回
を
重
ね

る
ご
と
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
の
た
ゆ
ま
ざ
る
不
断
の
努

力
に
加
え
、
科
学
技
術
の
目

覚
ま
し
い
発
展
を
も
生
み
だ

し
て
い
る
。
瀬
戸
熊
理
事
長

は
「
ス
ポ
ー
ツ
に
も
科
学
技

術
で
貢
献
す
る
」
気
持
ち
を

伝
え
た
い
、
と
聖
火
リ
レ
ー

に
参
加
し
た
。

　
先
の
本
紙
号
外
の
と
お

り
、
ワ
ク
チ
ン
の
学
内
接
種

は
初
の
取
り
組
み
と
あ
っ
て

手
探
り
状
態
の
中
、
大
学
の

総
力
を
結
集
し
て
実
現
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
、
千
葉
県
内

の
教
育
機
関
で
は
い
ち
早
く

１
回
目
接
種
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
２
回
目
の

接
種
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

聖
火
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に

瀬
戸
熊
理
事
長
が
参
加

　
津
田
沼
校
舎
の（
仮
称
）新

実
験
棟
の
地
鎮
祭
が
７
月
10

日
、
建
設
予
定
地
の
８
号
館

東
側
で
行
わ
れ
た
。
式
に
は

瀬
戸
熊
修
理
事
長
、
松
井
孝

典
学
長
は
じ
め
教
職
員
が
出

席
し
た
ほ
か
、
設
計
の
㈱
横

河
建
築
設
計
事
務
所
、
施
工

の
五
洋
建
設
㈱
、
設
備
の
東

光
電
気
工
事
㈱
、
新
日
本
空

調
㈱
か
ら
工
事
関
係
者
が
出

席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
た

写
真
㊤
。

　
新
実
験
棟

㊦
完
成
予
想

図

は
鉄
骨
造
り
３
階
建
て

で
、
延
べ
床
面
積
２
２
８
７

平
方
㍍
、
高
さ
約
17
㍍
。
都

市
環
境
工
学
科
、
建
築
学
科

な
ど
の
実
験
室
の
機
能
を
移

設
し
、
構
造
材
料
実
験
室
、

水
理
実
験
室
、
土
質
実
験

室
、
力
学
実
験
室
な
ど
が
配

置
さ
れ
る
。

　
来
年
６
月
末
に
完
成
し
、

同
年
９
月
か
ら
供
用
開
始
予

定
。

新実験棟を建設

津田沼で地鎮祭

　
職
域
接
種
で
使
用
す
る
モ

デ
ル
ナ
製
ワ
ク
チ
ン
は
、
短

期
間
に
希
望
が
殺
到
し
た
た

め
国
の
供
給
が
追
い
付
か

ず
、
６
月
24
日
以
降
、
新
規

受
け
付
け
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
し
か
し
、
本
学
で
は
、

い
ち
早
く
関
係
省
庁
と
粘
り

強
く
何
度
も
交
渉
し
、
こ
の

結
果
、
予
定
ワ
ク
チ
ン
の
半

数
が
７
月
15
日
に
到
着
し

た
。
21
日
に
は
最
終
分
が
納

品
さ
れ
、
無
事
に
冷
凍
庫
に

収
ま
る
様
子
を
瀬
戸
熊
修
理

事
長
は
じ
め
担
当
者
ら
が
見

守
っ
た
。

　
当
初
、
接
種
対
象
は
本
学

学
生
・
教
職
員
と
、
習
志
野

市
立
の
幼
稚
園
、
小
、
中
、

高
等
学
校
な
ど
の
教
育
関
係

者
ほ
か
、
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
習
志
野
商
工
会
議

所
関
係
者
や
習
志
野
市
内
の

県
立
高
等
学
校
、
習
志
野
特

別
支
援
学
校
の
教
育
関
係
職

員
な
ど
へ
接
種
枠
を
広
げ
、

最
終
的
な
接
種
人
数
は
１
万

１
３
０
０
人
と
な
っ
た
。

　
７
月
23
日
に
始
ま
っ
た
２

回
目
接
種
で
は
、
国
か
ら
受

け
取
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
を
調

整
し
、
廃
棄
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
ス
タ
ー
ト
。
今
後
、
８
月

２
日
ま
で
に
す
べ
て
の
接
種

日
程
を
終
了
す
る
予
定
だ
。

　
会
場
で
学
生
た
ち
は
「
２

回
目
を
打
て
て
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
副
反
応
の
こ
と

で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
感
染
予
防
に
効
果

が
あ
る
と
期
待
し
た
い
で

す
」（
情
ネ
３
年
）、「
２
回

目
接
種
後
に
体
調
不
良
に
な

る
人
が
多
い
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
考
慮
し
て
明
日
は
予

定
を
入
れ
ず
に
い
ま
す
。
今

年
の
夏
は
実
家
に
安
心
し
て

帰
れ
る
か
な
？
」（
Ｐ
Ｍ
２

年
）
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

接種後の経過観察で、リラックスを促す
音楽が流れるなか待機する学生たち

車椅子の聖火ランナー・織田友理子
さんから聖火を受け継ぎ記念撮影
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１
　
教
育
研
究
活
動

⑴
入
学
試
験
関
係

　
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
入
学

試
験
に
お
け
る
学
部
入
試
の
総
志
願

者
数
は
11
万
２
２
６
名
（
前
年
度
10

万
５
０
２
３
名
　
前
年
度
比
５
％

増
）
と
な
っ
た
。

⑵
１
２
０
分
授
業
導
入
に
お
け
る
教

育
効
果
の
検
証

⑶
学
生
満
足
度
向
上
に
向
け
た
対
策

の
充
実
・
強
化

⑷
教
養
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

充
実

⑸
初
年
次
教
育
の
充
実
と
総
合
的
な

サ
ポ
ー
ト
体
制

⑹
学
修
成
果
の
可
視
化
の
取
り
組
み

⑺
習
熟
度
別
教
育
の
充
実

⑻
包
括
協
定
に
基
づ
く
玉
川
大
学
及

び
神
田
外
語
大
学
と
の
連
携
事
業

⑼
大
学
院
志
願
者
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み

⑽
大
学
院
工
学
研
究
科
改
編
に
お
け

る
機
能
検
証

⑾
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構
）
認
定
申
請
に
向
け
た
取

り
組
み

⑿
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進

⒀
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
・
充
実

⒁
教
職
員
が
連
携
し
た
就
職
支
援

⒂
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
実
施
サ
ポ
ー

ト⒃
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

⒄
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

⒅
大
学
院
へ
の
進
学
支
援

２
　
研
究
推
進
活
動

⑴
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
連
携
強

化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

⑵
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
等
か
ら

の
競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得
支
援

⑶
民
間
か
ら
の
奨
学
寄
付
金
及
び
受

託
研
究
費

⑷
研
究
助
成
関
係

　
①
特
許
出
願

　
②
特
許

　
③
附
属
研
究
所

⑸
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

　
①
外
部
か
ら
の
資
金
獲
得

　
②
そ
の
他（
展
示
、記
者
発
表
等
）

⑹
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
）

　
①
惑
星
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参

　
　
加

　
②
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
独
自
の
宇
宙
開
発
プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
③
広
報
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
、

　
　
資
金
獲
得
、
研
究
業
績
な
ど

⑺
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｌ

ａ
ｂ
）

　
人
工
知
能
研
究
で
は
「
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
て
き
め
細
か
な

人
の
動
作
の
認
識
を
す
る
」「
フ
ァ

イ
ン
グ
レ
イ
ン
画
像
認
識
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」「
大
規
模
デ
ー
タ
か
ら
の

知
識
獲
得
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
研
究
で
は
、

機
械
学
習
研
究
を
支
援
す
る
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
研
究
、
機
械
学
習
技
術

を
応
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
の
た

め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
研
究
、
Ａ

Ｉ
エ
ッ
ジ
デ
バ
イ
ス
（
機
械
学
習
等

の
人
工
知
能
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
末

端
型
機
器
）
の
横
断
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
評
価
の
た
め
の
研
究
の
３
つ

を
軸
に
多
岐
に
わ
た
る
研
究
・
開
発

を
進
め
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
た
。

⑻
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
）

　
世
界
初
の
海
洋
資
源
開
発
実
現
に

向
け
て
、
海
洋
資
源
の
探
査
・
揚
鉱

・
選
鉱
・
製
錬
と
い
っ
た
基
礎
か
ら

応
用
に
わ
た
る
多
様
な
研
究
・
開
発

を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
発
足
。
令

和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
は
、
常
勤

６
名
、
非
常
勤
４
名
の
研
究
員
が
研

究
に
従
事
し
た
。

⑼
国
際
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
ｉ

Ｆ
ｒ
）

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
に
関
し
て

は
、
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（R
e
n
e
w
a
b
l
e
 
E
n
e
r
g
y 

Initiative 
of/by/for 

Waste 

minimizing Area

）、
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン

ド
研
究
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
の
研
究
に
つ
い
て

は
、
こ
の
分
野
で
日
本
を
代
表
す
る

方
々
約
10
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
現
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

⑽
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（Geo-

Cosmo Inst.

）

　
古
代
文
明
の
始
ま
り
と
そ
の
発
展

に
つ
い
て
物
質
科
学
的
知
見
に
基
づ

い
た
研
究
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
７
月
に
発

足
し
た
。
主
に
鉄
器
文
明
の
発
展
に

着
目
し
、
隕
鉄
製
遺
物
や
古
代
遺
跡

か
ら
発
掘
さ
れ
た
鉄
関
連
遺
物
の
化

学
分
析
に
よ
る
研
究
を
推
進
し
て
い

る
。

３
　
学
生
支
援
関
係

⑴
学
生
支
援
の
充
実
強
化
（
学
生
相

談
、
課
外
活
動
、
学
生
寮
、
奨
学
金

等
）

⑵
学
生
共
済
会
の
充
実

⑶
留
学
生
の
派
遣
及
び
受
け
入
れ
体

制
の
充
実

⑷
学
生
の
学
習
・
教
育
支
援
に
必
要

な
図
書
館
資
料
の
充
実

⑸
電
子
書
籍
等
の
学
術
情
報
資
源
の

整
備
強
化

４
　
施
設
設
備
整
備
関
係

⑴
電
気
電
子
実
験
棟 

解
体
、
総
合

排
水
処
理
施
設
（
地
下
躯
体
） 

解
体

工
事

⑵
新
習
志
野
校
舎
８
号
館 

机
椅
子

更
新
・
内
装
工
事

⑶
そ
の
他

５
　
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

⑴
公
開
講
座

⑵
産
官
学
連
携
協
議
会
関
係

⑶
そ
の
他
の
産
学
連
携

⑷
図
書
館
の
開
放
等
を
通

じ
て
、
地
域
・
社
会
に
貢
献

⑸
県
内
地
域
と
の
包
括
的

連
携
協
定
の
締
結

６
　
法
人
管
理
・
運
営
関
係

⑴
大
学
機
関
別
認
証
評
価

の
受
審

⑵
化
学
物
質
等
の
管
理
強

化⑶
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実

⑷
衛
生
委
員
会
の
取
組
み

⑸
全
教
職
員
対
象
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施

⑹
輝
く
女
性
の
活
躍
を
加

速
す
る
男
性
リ
ー
ダ
ー
の

会
行
動
宣
言
の
取
り
組
み

⑺
一
般
事
業
主
行
動
計
画

書
の
策
定

⑻
事
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一

化⑼
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化

⑽
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
安
定
稼

働⑾
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

教
育
の
充
実

⑿
安
全
保
障
輸
出
管
理
の

千
葉
工
業
大
学
決
算(

　
　)

を
承
認

令
　
和

２
年
度

　
学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学
の
令
和
２
年
度
決
算
が
、
５
月
27
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

２
年
度
事
業
報
告
の
全
文
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中)

貸借対照表

　　令和2年4月1日から令和3年3月31日まで　　　　　　
（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金 14,379,000,000 14,383,632,000 △4,632,000 

手数料 280,100,000 282,986,765 △2,886,765 

寄付金 375,000,000 376,134,000 △1,134,000 

経常費等補助金 1,064,400,000 1,067,643,916 △3,243,916 

付随事業収入 430,400,000 443,406,600 △13,006,600 

雑収入 559,100,000 618,072,801 △58,972,801 

教育活動収入計 17,088,000,000 17,171,876,082 △83,876,082 

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,468,700,000 7,415,308,412 53,391,588 

教育研究経費 6,920,900,000 6,608,409,913 312,490,087 

管理経費 1,722,400,000 1,661,307,110 61,092,890 

徴収不能額等 0 619,020 △619,020 

教育活動支出計 16,112,000,000 15,685,644,455 426,355,545 

    教育活動収支差額 976,000,000 1,486,231,627 △510,231,627 

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

受取利息・配当金 504,300,000 510,553,260 △6,253,260 

その他の教育活動外収入 500,000 448,003 51,997 

教育活動外収入計 504,800,000 511,001,263 △6,201,263 

事
業
活
動 

支
出
の
部

借入金等利息 0 0 0 

その他の教育活動外支出 0 0 0 

教育活動外支出計 0 0 0 

    教育活動外収支差額 504,800,000 511,001,263 △6,201,263 

        経常収支差額 1,480,800,000 1,997,232,890 △516,432,890 

特
別
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

資産売却差額 72,300,000 72,306,925 △6,925 

その他の特別収入 57,600,000 229,255,468 △171,655,468 

特別収入計 129,900,000 301,562,393 △171,662,393 

事
業
活
動 

支
出
の
部

資産処分差額 4,000,000 3,966,791 33,209 

その他の特別支出 0 0 0 

特別支出計 4,000,000 3,966,791 33,209 

        特別収支差額 125,900,000 297,595,602 △171,695,602 

基本金組入前当年度収支差額（予備費含む） 1,606,700,000 2,294,828,492 △688,128,492 

基本金組入額合計 △529,200,000 △660,372,047 131,172,047 

当年度収支差額 1,077,500,000 1,634,456,445 △556,956,445 

前年度繰越収支差額 △7,103,900,000 △7,103,958,072 58,072 

基本金取崩額 0 0 0 

翌年度繰越収支差額 △6,026,400,000 △5,469,501,627 △556,898,373 

（参考）

事業活動収入計 17,722,700,000 17,984,439,738 △ 261,739,738 

事業活動支出計 16,116,000,000 15,689,611,246 426,388,754 

令和3年3月31日
（単位：円）

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 111,303,145,909 111,136,477,003 166,668,906 

  有形固定資産 63,503,254,063 66,042,633,612 △2,539,379,549 

    土地 9,343,367,496 9,343,367,496 0 

    建物 46,747,149,708 48,828,533,662 △2,081,383,954 

    構築物 2,745,180,443 3,067,927,281 △322,746,838 

    教育研究用機器備品 2,461,439,976 2,432,602,154 28,837,822 

    管理用機器備品 295,086,647 480,202,912 △185,116,265 

    図書 1,819,082,991 1,809,573,581 9,509,410 

    車両 91,946,802 80,426,526 11,520,276 

  特定資産 45,864,219,370 43,858,372,470 2,005,846,900 

    第２号基本金引当特定資産 4,958,372,470 3,958,372,470 1,000,000,000 

    第３号基本金引当特定資産 10,000,000,000 10,000,000,000 0 

    退職給与引当特定資産 3,000,000,000 3,000,000,000 0 

    減価償却引当特定資産 27,500,000,000 26,500,000,000 1,000,000,000 

    国際交流支援基金引当特定資産 100,000,000 100,000,000 0 

    PCB処理引当特定資産 305,846,900 300,000,000 5,846,900 

  その他の固定資産 1,935,672,476 1,235,470,921 700,201,555 

    ソフトウェア 194,073,000 0 194,073,000 

    長期貸付金 281,810,446 286,219,201 △4,408,755 

    差入保証金 3,000,000 2,500,000 500,000 

    敷金 54,749,760 54,749,760 0 

    投資有価証券 1,401,877,600 891,877,600 510,000,000 
    預託金 161,670 124,360 37,310 

流動資産 13,061,354,520 10,922,593,703 2,138,760,817 
    現金預金 12,610,251,288 10,527,472,872 2,082,778,416 
    未収入金 392,112,179 314,878,004 77,234,175 
    前払金 58,991,053 80,242,827 △21,251,774 

資産の部合計 124,364,500,429 122,059,070,706 2,305,429,723 

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 3,255,866,244 3,282,015,356 △26,149,112 

    退職給与引当金 3,255,866,244 3,282,015,356 △26,149,112 

流動負債 6,871,571,360 6,834,821,017 36,750,343 

    前受金 6,023,130,164 6,023,759,015 △628,851 

    未払金他 848,441,196 811,062,002 37,379,194 

負債の部合計 10,127,437,604 10,116,836,373 10,601,231 

純資産の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

基本金 119,706,564,452 119,046,192,405 660,372,047 

    第１号基本金 103,756,191,982 104,095,819,935 △339,627,953 

    第２号基本金 4,958,372,470 3,958,372,470 1,000,000,000 

    第３号基本金 10,000,000,000 10,000,000,000 0 

    第４号基本金 992,000,000 992,000,000 0 

繰越収支差額 △5,469,501,627 △7,103,958,072 1,634,456,445 

    翌年度繰越収支差額 △5,469,501,627 △7,103,958,072 1,634,456,445 

純資産の部合計 114,237,062,825 111,942,234,333 2,294,828,492 

負債及び純資産の部合計 124,364,500,429 122,059,070,706 2,305,429,723 

事業活動収支計算書
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
予
　
算

　
令
和
３
年
度
学
生
共
済
会

予
算
案
は
、
理
事
会
で
協
議

し
た
結
果
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

　
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

＜

収
入
の
部＞

●
受
取
利
息

　
投
資
有
価
証
券
か
ら
発
生

す
る
利
息
と
し
て
２
５
０
万

円
を
計
上
し
た
。

●
積
立
金
取
崩
収
入

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
対
す
る
学
生
支
援
金
と
し

て
３
０
０
０
万
円
を
取
り
崩

し
た
。

●
前
年
度
繰
越
金

　
４
１
６
２
万
４
７
９
６
円

を
計
上
し
た
。

＜

支
出
の
部＞

●
給
付
金

　
給
付
金
支
出
金
額
は
、
昨

年
度
１
４
１
万
円
だ
っ
た

が
、
不
測
の
事
態
を
考
慮
し

３
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
学
費
貸
与
金

　
学
費
貸
与
金
支
出
額
は
、

昨
年
度
７
７
７
万
円
程
度
だ

っ
た
が
、
今
年
度
は
学
費
納

付
金
貸
与
金
と
コ
ロ
ナ
禍
の

学
生
支
援
継
続
の
た
め
新
型

コ
ロ
ナ
禍
特
別
奨
学
金
貸
与

金
と
し
て
、
１
０
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。

●
委
託
費

　
昨
年
同
様
「
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
元
気
サ
ポ
ー
ト
」、

「
暮
ら
し
の
身
近
な
法
律
相

談
」
の
継
続
に
係
る
費
用
と

し
て
、
７
２
０
万
円
を
計
上

し
た
。

●
消
耗
品
費

　
災
害
時
の
非
常
用
保
存
食

の
購
入
費
と
し
て
、
３
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。

●
寄
附
金

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
に
対
し
全
学
が
一
丸

と
な
り
、
継
続
的
な
学
生
支

援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
更
な
る
支
援
を
行
う
た

め
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５

０
０
０
万
円
を
大
学
へ
の
寄

附
金
と
し
て
計
上
し
た
。

　
決
　
算

　
令
和
２
年
度
の
学
生
共
済

会
決
算
も
同
理
事
会
で
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
決
算
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
収
入
の
部
で
は
、
貸
付
金

回
収
１
８
３
５
万
円
、
積
立

金
取
崩
収
入
や
受
取
利
息
等

を
併
せ
合
計
約
１
億
８
５
６

１
万
円
と
な
っ
た
。
今
後
も

返
還
方
法
や
督
促
方
法
を
見

直
し
な
が
ら
、
回
収
率
ア
ッ

プ
に
一
層
力
を
入
れ
て
取
り

組
み
た
い
。

　
支
出
の
部
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
対
す
る

学
生
支
援
金
と
し
て
１
億
円

を
大
学
へ
寄
附
し
た
。
今
後

も
保
険
事
業
の
見
直
し
や
会

員
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

支
援
等
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
共
済
会
事
業

の
運
営
に
努
め
た
い
。

　
千
葉
工
大
学
生
共
済
会
も

33
年
目
を
迎
え
、
会
員
の
学

生
生
活
が
豊
か
な
も
の
と
な

れ
る
よ
う
、
制
度
の
充
実
を

図
り
つ
つ
、
令
和
２
年
度
も

順
調
に
運
営
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

 

学
生
共
済
会
　予
算
、決
算
を
承
認

令和３年度千葉工業大学学生共済会収支予算
（単位：円）

収入の部 支出の部
科目 金額 科目 金額

１．会費収入 24,000,000 １．支払保険料 25,000,000
２．入会金収入 4,600,000 ２．給付金 3,000,000
３．受取利息 2,500,000 ３．貸与金 10,000,000
４．貸付金回収収入 12,000,000 ４．委託費 7,200,000
５．手数料収入 1,100,000 ５．消耗品費 3,000,000
６．積立金取崩収入 30,000,000 ６．通信費 50,000

７．印刷費 50,000
８．会議費 200,000
９．支払手数料 400,000
１０．事務費 50,000
１１．寄附金支出 50,000,000

小計 74,200,000 小計 98,950,000
前年度繰越金 41,624,796 次年度繰越金 16,874,796
総合計 115,824,796 総合計 115,824,796

Ⅱ 支出の部
（単位：円）

科  目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

 1.支払保険料 25,200,000 24,078,448 -1,121,552 
 2.給付金 5,000,000 1,410,000 -3,590,000 
 3.貸与金 20,000,000 7,773,750 -12,226,250 
 4.委託費 7,200,000 7,178,600 -21,400 
 5.消耗品費 6,800,000 2,970,000 -3,830,000 
 6.通信費 150,000 14,580 -135,420 
 7.印刷費 300,000 42,955 -257,045 
 8.会議費 250,000 62,835 -187,165 
 9.支払手数料 400,000 279,753 -120,247 
10.事務費 500,000 178,279 -321,721 
11.寄附金支出 0 100,000,000 100,000,000
12.学費貸与準備金組入支出 0 0 0
13.共済基金組入支出 0 0 0
14.積立金組入支出 0 0 0
15.当期小計（Ｂ） 65,800,000 143,989,200 78,189,200 
16.次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 7,522,774 41,624,796 34,102,022
17.当期支出総計 73,322,774 185,613,996 112,291,222 

注）共済会の会計では、継続的に資金の収支を確認するため、金額がゼロの科目について省略することなく記載している。

貸 借 対 照 表
令和３年３月31日

千葉工業大学学生共済会
（単位   円）

資産の部 正味財産の部

科   目 金   額 科   目 金   額

普通預金 41,624,796 共済基金 205,000,000 

定期預金 155,000,000 積立金 85,000,000 

貸付金 61,303,600 貸付充当金 61,303,600 

投資有価証券 300,000,000 学費貸与準備金 165,000,000 

次年度繰越金 41,624,796 

合    計 557,928,396 合   計 557,928,396 

Ⅰ収入の部
（単位：円）

科目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

 1.会費収入 24,000,000 24,815,000 815,000 
 2.入会金収入 5,000,000 4,668,000 -332,000 
 3.受取利息 3,400,000 2,994,156 -405,844 
 4.貸付金回収収入 16,000,000 18,354,614 2,354,614 
 5.手数料収入 1,300,000 1,159,452 -140,548 
 6.学費貸与準備金取崩収入 0 0 0 
 7.積立金取崩収入 0 110,000,000 110,000,000 
 8.当期小計 49,700,000 161,991,222 112,291,222 
 9.前年度繰越金 23,622,774 23,622,774 0 
10.当期収入総計（Ａ） 73,322,774 185,613,996 112,291,222 

自　令和２年４月１日　:　至　令和３年３月31日

対
応

⒀
公
的
研
究
費
等
の
監
査
の
実
施

⒁
自
己
管
理
型
点
検
評
価
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
の
実
施

⒂
公
益
通
報
制
度
の
充
実

７
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

　
　
し
た
本
学
の
対
応
に
つ
い
て

⑴
大
学
へ
の
入
構

　
入
構
時
に
検
温
所
の
サ
ー
マ
ル
カ

メ
ラ
に
よ
る
体
温
測
定
及
び
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
他

⑵
建
物
・
講
義
室

　
各
教
室
で
収
容
す
る
学
生
数
を
座

席
定
員
の
30
％
〜
50
％
と
す
る
他

⑶
学
生
食
堂

　
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
衝
立
を
設

置
し
、
十
分
な
座
席
間
隔
を
と
る
他

⑷
授
業
・
研
究
室

　
学
生
同
士
の
間
隔
は
１
㍍
を
目
安

に
確
保
他

⑸
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室

　
十
分
な
座
席
間
隔
を
と
る
よ
う
に

使
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
制
限
他

⑹
学
生
寮

　
入
館
時
に
除
菌
ブ
ー
ス
で
の
除
菌

及
び
寮
出
入
口
で
の
検
温
・
消
毒
他

⑺
簡
易
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施

⑻
学
費
・
学
生
生
活
な
ど
へ
の
学
生

支
援

⑼
そ
の
他

　
６
月
30
日
に
萩
生
田
文
部
科
学
大

臣
が
来
校
し
、
本
学
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
さ
れ
、
「
大
学
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
好
事
例
」
と
し
て
文
部
科
学

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

８
　
財
務
の
概
要

⑴
教
育
活
動
収
支

　
①
教
育
活
動
収
入
計
１
７
１
億
７

　
　
２
０
０
万
円
（
予
算
比
８
４
０

　
　
０
万
円
増
　
前
年
度
比
５
億
６

　
　
８
０
０
万
円
増
）

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
全
て
の
科

目
で
予
算
比
増
と
な
っ
た
。

　
②
教
育
活
動
支
出
計
１
５
６
億
８

　
　
６
０
０
万
円
（
予
算
比
４
億
２

　
　
６
０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
１

　
　
億
７
１
０
０
万
円
減
）

　
ａ
　
人
件
費
は
、
前
年
度
比
で
退

職
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、
予
算
比

５
３
０
０
万
円
減
、
前
年
度
比
２
８

０
０
万
円
減
の
74
億
１
５
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
人
件
費
比
率
は
41
・
９

％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す

る
私
立
大
学
の
平
均
値（
48
・
６
％
）

に
比
べ
、
引
き
続
き
良
好
な
水
準
と

な
っ
た
。

　
ｂ
　
教
育
研
究
経
費
は
、
消
耗
品

費
、
報
酬
・
手
数
料
等
で
予
算
額
を

下
回
り
、
予
算
比
３
億
１
２
０
０
万

円
減
と
な
っ
た
。
前
年
度
比
は
ほ
ぼ

同
額
。
教
育
研
究
経
費
比
率
は
37
・

４
％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有

す
る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
35
・
７

％
）
に
比
べ
高
い
値
と
な
っ
た
。
今

後
も
同
程
度
の
比
率
が
続
く
と
予
測

し
て
い
る
。

　
ｃ
　
管
理
経
費
は
、
予
算
比
６
１

０
０
万
円
減
、
前
年
度
比
１
億
２
５

０
０
万
円
減
と
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

の
科
目
で
減
少
し
、
経
費
圧
縮
に
努

め
た
結
果
と
な
っ
た
。
管
理
経
費
比

率
は
９
・
４
％
で
、理
工
系
他
複
数
学

部
を
有
す
る
私
立
大
の
平
均
値（
６
・

２
％
）と
比
べ
若
干
高
い
が
、今
後
更

な
る
経
費
圧
縮
に
努
め
て
い
く
。

⑵
教
育
活
動
外
収
支

　
教
育
活
動
外
収
入
計
は
、
主
に
有

価
証
券
の
受
取
利
息
・
配
当
金
に
よ

り
、５
億
１
１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

教
育
活
動
外
支
出
は
な
し
。

⑶
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
、
資
産
売
却
差
額

で
７
２
０
０
万
円
、
現
物
寄
付
で
１

億
７
２
０
０
万
円
、
施
設
設
備
補
助

金
で
５
７
０
０
万
円
、
あ
わ
せ
て
３

億
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
特
別
支
出
計
は
、
図
書
処
分
差
額

な
ど
で
４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

⑷
事
業
活
動
収
入
計
　
１
７
９
億
８

４
０
０
万
円
（
予
算
比
２
億
６
２
０

０
万
円
増
　
前
年
度
比
７
億
７
６
０

０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
収
入
計
は
、
前
年
度
比

で
増
加
と
な
っ
た
。

　
主
な
要
因
は
、
教
育
活
動
収
入
の

学
生
生
徒
等
納
付
金
２
億
５
８
０
０

万
円
増
、
寄
付
金
２
億
３
３
０
０
万

円
増
、
経
常
費
等
補
助
金
３
億
１
０

０
０
万
円
増
、
特
別
収
入
の
そ
の
他

の
特
別
収
入
１
億
６
３
０
０
万
円
増

な
ど
に
よ
る
。

⑸
事
業
活
動
支
出
計
　
１
５
６
億
９

０
０
０
万
円
（
予
算
比
４
億
２
６
０

０
万
円
減
　
前
年
度
比
５
億
１
９
０

０
万
円
減
）

　
事
業
活
動
支
出
計
は
、
前
年
度
比

で
減
少
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
次

の
と
お
り
。

　
人
件
費
２
８
０
０
万
円
減

　
主
な
内
訳

：

教
員
人
件
費
８
０

０
０
万
円
減
、
職
員
人
件
費
６
４
０

０
万
円
減
、
退
職
金
６
４
０
０
万
円

増　
教
育
研
究
経
費
２
０
０
０
万
円
減

資金収支計算書

　　　　　　　　　令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：円）

収入の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 14,379,000,000 14,383,632,000 △4,632,000

手数料収入 280,100,000 282,986,765 △2,886,765 

寄付金収入 374,300,000 375,418,000 △1,118,000 

補助金収入 1,122,000,000 1,124,918,916 △2,918,916 

資産売却収入 79,000,000 79,024,650 △24,650 

付随事業・収益事業収入 430,400,000 443,406,600 △13,006,600 

受取利息・配当金収入 504,300,000 510,553,260 △6,253,260 

雑収入 559,600,000 592,344,692 △32,744,692 

前受金収入 5,160,000,000 6,014,942,912 △854,942,912 

その他の収入 8,393,000,000 8,570,326,790 △177,326,790 

資金収入調整勘定 △6,273,800,000 △6,407,525,437 133,725,437 

前年度繰越支払資金 10,527,500,000 10,527,499,872 

収入の部合計 35,535,400,000 36,497,529,020 △962,129,020 

支出の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 7,468,700,000 7,415,308,412 53,391,588 

教育研究経費支出 4,316,200,000 4,003,700,568 312,499,432 

管理経費支出 998,900,000 937,827,104 61,072,896 

施設関係支出 8,000,000 7,768,200 231,800 

設備関係支出 850,900,000 813,102,650 37,797,350 

資産運用支出 7,194,300,000 8,193,959,258 △999,659,258 

その他の支出 3,039,300,000 3,171,882,098 △132,582,098 

資金支出調整勘定 △380,300,000 △656,270,558 275,970,558 

翌年度繰越支払資金(予備費含む) 12,039,400,000 12,610,251,288 △570,851,288 

支出の部合計 35,535,400,000 36,497,529,020 △962,129,020 

　
主
な
内
訳

：

消
耗
品
費

１
億
１
７
０
０
万
円
減
、
奨

学
厚
生
費
５
億
７
０
０
万
円

増
、
委
託
費
８
２
０
０
万
円

増
、
受
託
研
究
費
１
億
４
７

０
０
万
円
減

　
管
理
経
費
１
億
２
５
０
０

万
円
減

　
主
な
内
訳

：

旅
費
交
通

費
２
７
０
０
万
円
減
、
広
報

費
３
９
０
０
万
円
減

 

教
育
活
動
外
支
出
２
億
２

１
０
０
万
円
減

 

特
別
支
出
１
億
２
６
０
０

万
円
減

⑹
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収

支
差
額
　
22
億
９
５
０
０
万

円
（
予
算
比
６
億
８
８
０
０

万
円
増
　
前
年
度
比
12
億
９

５
０
０
万
円
増
　
事
業
活
動

収
支
差
額
比
率
12
・
８
％
）

⑺
基
本
金
組
入
額
６
億
６
０

０
０
万
円

⑻
当
年
度
収
支
差
額

　
当
年
度
収
支
差
額
は
16
億

３
４
０
０
万
円
の
収
入
超
過

と
な
っ
た
。
翌
年
度
の
繰
越

収
支
差
額
は
、
前
年
度
繰
越

収
支
差
額
を
合
わ
せ
る
と
、

54
億
７
０
０
０
万
円
の
支
出

超
過
と
な
っ
た
。

⑼
今
後
の
課
題

　
今
後
も
引
き
続
き
財
務
基

盤
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　〈
収
入
面
〉

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
の

　
　
安
定
的
確
保

　
②
外
部
資
金
の
獲
得
強
化

　
③
よ
り
効
果
的
な
資
産
運

　
　
用
と
リ
ス
ク
管
理
の
徹

　
　
底

　
④
そ
の
他
の
収
入
源
確
保

　
　
策
の
検
討

　〈
支
出
面
〉

　
①
管
理
経
費
の
効
率
化

　
②
教
育
研
究
経
費
の
見
直

　
　
し

令和２年度決算報告書

令和２年度収支決算書
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年
度
取
得
試
験
に
、
本
学
の

26
人
が
合
格
し
た
。

　
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ⓡ
は
ビ
ジ
ネ
ス

に
必
要
な
「
目
標
設
定
↓
計

画
↓
実
行
・
修
正
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｐ
Ｍ
）
能
力
を
テ
ス
ト
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
受
験
し

３
時
間
で
１
５
０
問
に
回
答

す
る
。

　
受
験
資
格
は
、
実
務
経
験

を
１
５
０
０
時
間
以
上
積
む

か
、
23
時
間
の
公
式
研
修
を

受
講
す
る
こ
と
が
条
件
。
こ

の
た
め
本
学
で
は
毎
年
７
〜

９
月
に
Ｐ
Ｐ
Ａ
特
別
教
養
講

座
の
支
援
の
も
と
、
学
内
で

丸
４
日
の
短
期
集
中
研
修
を

開
講
し
て
い
た
が
、
20
年
度

は
感
染
症
予
防
の
た
め
全
編

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
講
師

は
本
学
Ｐ
Ｍ
学
科
１
期
生
で

デ
ザ
イ
ン
科
学
科
の
西
田
絢

子
准
教
授
が
務
め
て
い
る
。

　
20
年
度
合
格
者
第
１
号
と

　
宇
宙
を
汚

さ
な
い
固
体

燃
料
ロ
ケ
ッ

ト
の
推
進
薬

開
発
で
、
和

田
教
授
の
も

と
燃
焼
実
験

を

繰

り

返

し
、
貢
献
し

た
の
が
髙
砂
民
明
さ
ん 

（
工

学
専
攻
博
士
後
期
課
程
１

年

写
真
）。
そ
の
内
容
を

「
高
速
度
カ
メ
ラ
を
用
い
た

Ｇ
Ａ
Ｐ
／
Ａ
Ｐ
推
進
薬
の
燃

焼
表
面
観
察
」
と
し
て
火
薬

学
会
の
２
０
２
１
年
度
春
季

研
究
発
表
会
（
５
月
20
、
21

日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
）
で
発
表
し
、
優
秀

講
演
賞
を
受
賞
し
た
。

　
髙
砂
さ
ん
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
／

Ａ
Ｐ
推
進
薬
の
燃
焼
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
、
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
で
燃
焼

表
面
を
観
察
。
そ
の
結
果
、

燃
焼
表
面
で
分
解
途
中
の
過

塩
素
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム（
Ａ

Ｐ
）
粒
子
が
燃
焼
表
面
か
ら

吹
き
飛
ん
で
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
こ
れ
は
グ
リ
シ
ジ

ル
ア
ジ
ド
ポ
リ
マ
ー（
Ｇ
Ａ

Ｐ
）が
持
つ
自
己
発
熱
分
解

特
性
に
よ
り
先
行
的
に
Ｇ
Ａ

Ｐ
が
分
解
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
か
ら
発

生
し
た
分
解
ガ
ス
に
よ
っ
て

Ａ
Ｐ
粒
子
が
燃
焼
表
面
か
ら

吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
る
と
分

か
っ
た
。

　
燃
焼
し
て
い
る
50
〜
４
０

髙
砂
さ
ん
　燃
焼
実
験
に
貢
献

■　

火
薬
学
会
で
優
秀
講
演
賞

　
固
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
は
通

常
、
液
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
に

比
べ
製
作
・
コ
ス
ト
面
で
有

利
だ
が
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な

ど
金
属
の
酸
化
物
を
粒
子
と

し
て
排
出
。
衛
星
な
ど
に
危

険
な
宇
宙
ゴ
ミ 

（
ス
ペ
ー
ス

デ
ブ
リ
） 

に
な
っ
て
軌
道
を

猛
速
で
周
回
し
た
り
、
他
惑

星
を
汚
染
し
か
ね
な
い
。

　
金
属
燃
料
は
高
い
発
熱
量

で
個
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
推
進
力

を
高
め
、
ま
た

燃
料
を
固
め
る

た
め
に
添
加
さ

れ
る
。
金
属
燃

料
を
抜
く
と
性

能
が
極
端
に
低

下
す
る
の
で
、

性
能
を
落
と
さ

ず
高
性
能
で
ク

リ
ー
ン
な
推
進

薬
を
開
発
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
和
田
研
な
ど

３
者
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ

ッ
ト
に
使
わ

れ
、
金
属
燃
料

や
酸
化
剤
な
し

で
大
き
な
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
期

待
で
き
る
ポ
リ

マ
ー
燃
料
・
グ

㊤ロケットに新開発の
推進薬を装填し発射準
備　㊧燃焼実験を開始

リ
シ
ジ
ル
ア
ジ
ド
ポ
リ
マ
ー

（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
注
目
。
過
塩

素
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（
Ａ

Ｐ
）
と
合
わ
せ
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
／

Ａ
Ｐ
推
進
薬
を
開
発
し
た
。

こ
れ
を
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃

焼
器
内
で
燃
焼
さ
せ
て
性
能

評
価
を
行
い
、
着
火
と
安
定

し
た
燃
焼
を
確
認
。

　
さ
ら
に
、
和
田
研
が
設
計

製
作
し
た
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
２

機
（
全
長
約
68
㌢
、
重
さ
５

５
０
㌘
前
後
）
に
搭
載
し
３

月
25
日
、
千
葉
工
大
千
種
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
打
ち
上
げ
実
験

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
２

機
と
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

通
り
の
高
度
に
到
達
し
、
急

激
な
加
速
度
が
生
じ
る
状
況

で
も
正
常
に
燃
焼
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
推
進
装
置
を
一

層
小
型
軽
量
化
し
て
真
空
環

境
下
で
の
着
火
特
性
を
評
価

し
、
実
機
に
搭
載
し
て
宇
宙

空
間
で
の
実
証
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

０
㍃
㍍
の
粒
子
を
、
ど
う
や

っ
て
鮮
明
に
撮
影
す
る
か
に

苦
労
し
た
。
ま
だ
ま
だ
改
善

の
余
地
は
あ
る
の
で
、
撮
影

ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
き
た
い

と
い
う
。

　
髙
砂
さ
ん
の
話
　
和
田
教

授
の
丁
寧
な
ご
指
導
と
研
究

室
仲
間
の
助
け
が
あ
っ
て
の

受
賞
と
思
い
ま
す
。
博
士
課

程
初
年
で
の
受
賞
を
う
れ
し

く
感
じ
ま
す
。
今
後
は
一
層

深
み
の
あ
る
研
究
を
し
、
磨

き
の
か
か
っ
た
発
表
が
で
き

る
よ
う
精
進
し
ま
す
。

　
学
生
た
ち
が
自
律
移
動
ロ

ボ
ッ
ト
で
自
動
運
転
と
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
技
術
を
競

う
「AWS Robot Delivery 

Challenge

」（
通
称
Ａ
Ｗ
Ｓ

ロ
ボ
コ
ン

ア
マ
ゾ
ン
・
ウ

ェ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ
ン

主
催
）
の
第
２
回
大
会
が
５

月
11
日
開
か
れ
、
未
来
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
・
上
田
隆
一

研
究
室
の
池
邉
龍
宏
さ
ん
・

高
橋
秀
太
さ
ん
と
、
林
原
靖

男
研
究
室
の
岩
井
一
輝
さ
ん

・
春
山
健
太
さ
ん
の
計
４
人

が
組
ん
だ
チ
ー
ム
が
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
部
門
で
準
優
勝
し

た
。

　
初
回
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の

昨
年
秋
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

か
れ
、
本
学
チ
ー
ム
が
優

勝
。
池
邉
さ
ん
、
高
橋
さ
ん

は
前
回
の
優
勝
メ
ン
バ
ー

で
、
ほ
か
の
２
人
が
入
れ
替

わ
っ
て
今
大
会
に
挑
ん
だ
。

　
今
回
も
リ
モ
ー
ト
で
、
全

国
か
ら
57
チ
ー
ム
が
参
加
。

予
選
を
経
て
▽
Ａ
Ｗ
Ｓ
提
供

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
独

自
改
良
し
て
競
う
「
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
部
門
」
▽
提
供
の
仕

様
の
ま
ま
機
能
を
ど
う
生
か

す
か
の
「
初
心
者
部
門
」
｜

｜
に
分
け
ら
れ
た
決
勝
ラ
ウ

ン
ド
に
５
チ
ー
ム
ず
つ
が
進

出
。
コ
ー
ス
の
広
さ
は
昨
年

の
２
倍
に
拡
大
さ
れ
、
２
チ

ー
ム
ず
つ
が
激
突
す
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
戦
っ
た
。

　
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
部
門
の
決

勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
出
し
た
の

は
本
学
、
豊
田
高
専
、
中
央

大
、
宮
崎
大
、
芝
浦
工
大
。

　
各
校
は
共
通
の
小
型
自
律

移
動
ロ
ボ
を
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
街
中
を
走
ら
せ
、
指
定
さ

れ
た
12
個
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
通
過
し
て
得
点
を
獲

得
す
る
。
自
律
ロ
ボ
は
遠
隔

操
作
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
律
動

作
に
対
応
し
て
お
り
、
各
チ

ー
ム
は
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
動

か
す
た
め
の
独
自
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
を
競
う
。

　
ま
た
、
自
律
移
動
に
は
周

囲
の
状
況
を
セ
ン
サ
ー
で
検

知
し
て
、
そ
の
情
報
を
も
と

に
全
体
地
図
を
作
成
し
、
自

分
が
い
る
正
確
な
位
置
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

自
己
位
置
推
定
と
環
境
地
図

作
成
を
同
時
に
行
う
Ｓ
Ｌ
Ａ

Ｍ
技
術
の
精
度
が
カ
ギ
に
な

る
。

　
さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
走

行
経
路
を
制
御
す
る
に
は
タ

イ
ヤ
の
回
転
角
か
ら
現
在
位

置
を
推
定
す
る
オ
ド
メ
ト
リ

と
い
う
手
法
が
多
く
使
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
理
論
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
少
な
く
な

い
。
理
論
上
の
マ
ッ
プ
と
ロ

ボ
ッ
ト
の
現
実
の
位
置
と
の

間
に
生
じ
る
ブ
レ
を
い
か
に

し
て
補
正
す
る
か
が
、
勝
敗

を
左
右
す
る
。

　
本
学
チ
ー
ム
は
緒
戦
で
中

央
大
チ
ー
ム
を
退
け
て
、
対

「
豊
田
高
専
」
の
決
勝
戦
に

臨
ん
だ
。
序
盤
、
制
限
時
間

を
６
分
以
上
残
す
無
駄
の
な

い
走
り
を
見
せ
た
が
、
障
害

物
の
ト
ラ
ッ
ク
に
接
触
し
て

タ
イ
ム
を
大
き
く
ロ
ス
。
ポ

イ
ン
ト
の
ラ
イ
ン
を
き
れ
い

に
ト
レ
ー
ス
す
る
ダ
ッ
シ
ュ

を
見
せ
、
以
後
も
無
難
に
通

過
し
た
豊
田
高
専
チ
ー
ム
に

惜
敗
し
た
。

ロボコン
Ａ Ｗ Ｓ

今
年
は
準
優
勝

■　
未
ロ
ボ
４
人
チ
ー
ム

未ロボ４人チーム 。(左から)春山さ
ん、池邉さん、高橋さん、岩井さん

　
米
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）

が
認
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
資
格

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ⓡ
（Certified 

Associate 
in 
Project 

Management

）
の
２
０
２
０

ＰＭ国際資格　26人合格

国際資格証を手に合格者たち

な
っ
た
常
野
一
樹
さ
ん
（
Ｐ

Ｍ
学
科
４
年
）
は
「
長
時
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で
し
た

が
、
西
田
先
生
の
お
か
げ
で

集
中
力
を
保
て
ま
し
た
。
資

格
取
得
を
通
し
て
得
ら
れ
た

知
識
を
卒
論
や
進
路
開
拓
に

生
か
し
た
い
で
す
」。

　
１
年
生
で
挑
戦
し
合
格
し

た
長
廣
悠
真
さ
ん
（
同
２

年
）
は
「
前
期
授
業
の
知
識

の
助
け
で
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス

ま
で
取
得
で
き
ま
し
た
」。

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
で
初
の

合
格
者
と
な
っ
た
秋
山
凜
太

郎
さ
ん
（
４
年
）
は
「
デ
ザ

イ
ン
科
学
科
で
も
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
で
想
像

以
上
に
Ｐ
Ｍ
の
知
識
と
共
通

点
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。

　
特
別
教
養
講
座
を
主
催
し

た
田
隈
広
紀
Ｐ
Ｍ
学
科
准
教

授
は
「
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
で
合
格
率
が
下
が
る
と
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
例
年

と
遜
色
な
い
実
績
に
な
り
ま

し
た
。
西
田
先
生
と
受
講
生

の
粘
り
強
さ
が
実
を
結
ん
だ

結
果
で
す
」
と
喜
ん
だ
。

　
今
回
の
合
格
者

　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
常
野
一
樹
、
田
中
基
紘
、 

山
田
聖
雅
、
秋
山
凜
太
郎
、 

石
橋
燎
、
島
村
隆
誠
、
小
澤

快
斗
、
伊
藤
優
介
、
内
山
ひ

か
る
、
金
澤
颯
、
梶
川
雅

晴
、
岡
田
悠
作
、
北
田
千
香

子
、
長
廣
悠
真
、
高
橋
弘

暉
、内
間
愛
、丸
山
桃
佳
、
佐

藤
諒
斗
、藤
中
有
菜
、大
熊
一

斗
、
和
泉
蔵
馬
、
中
川
裕

菜
、
坂
井
優
希
人
、
富
田
青

深
、
篠
崎
智
哉
、
入
江
慧
梧

宇宙汚さない固体燃料
世界初！ ■　和田研などロケット実験成功

　
機
械
電
子
創
成
工
学
科
・
和
田
豊
教
授
の
研
究
室
と
日
油
㈱
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
３
者
チ
ー
ム
は
５
月
11
日
、
宇
宙
を
汚
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
ロ

ケ
ッ
ト
推
進
薬
を
開
発
し
打
ち
上
げ
に
よ
る
性
能
実
験
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
、

と
記
者
発
表
し
た
。
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
本
学
は
４
月
21
日
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス(
東
京
都
墨
田
区)

で
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
日

本
の
宇
宙
産
業
の
基
盤
を
支

え
る
高
度
技
術
者
の
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
る
と
記
者

発
表
し
た
。

　
記
者
発
表
で
松
井
孝
典
学

長
は
「
日
本
に
は
体
系
だ
っ

た
宇
宙
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

な
い
。
国
の
宇
宙
政
策
委
員

会
の
委
員
長
代
理
の
立
場
で

提
言
し
て
き
た
が
、
な
か
な

か
実
現
し
て
い
な
い
。
そ
こ

で
今
回
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
案
し
た
」と
説
明
し
た
。

　
当
初
は
関
連
学
科
か
ら
希

望
者
を
募
っ
て
始
め
る
が
、

将
来
的
に
は
「
宇
宙
産
業
を

支
え
る
高
度
技
術
者
育
成
コ

ー
ス
」
な
ど
新
た
な
学
科
の

設
置
も
視
野
に
入
れ
、
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
た
学

生
ら
の
就
職
支
援
を
念
頭
に

宇
宙
に
関
わ
る
企
業
と
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
の
小
中
高
校

な
ど
と
連
携
し
て
、
子
供
ら

が
宇
宙
を
入
り
口
に
理
工
系

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
す
る
と
い
う
。

　
宇
宙
産
業
で
現
在
、
人
材

が
一
番
足
り
な
い
の
は
、
計

画
や
設
計
図
に
基
づ
き
実
際

に
安
定
し
て
動
く
衛
星
や
ロ

ケ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
作
り
上

げ
る
人
材
。
03
年
以
降
、
各

国
で
、
１
辺
が
10
㌢
の
立
方

体
サ
イ
ズ
で
重
量
約
１
㌔
㌘

の
「
キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト
」
と

言
わ
れ
る
超
小
型
衛
星
が
多

数
打
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
一
部
分
野
で
は
大
型

衛
星
に
も
匹
敵
す
る
性
能
を

示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
量
産

す
れ
ば
１
機
あ
た
り
の
製
造

・
打
ち
上
げ
コ
ス
ト
も
低
下

す
る
の
で「
コ
ン
ス
テ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
複
数

衛
星
を
使
っ
た
超
小
型
衛
星

網
の
構
築
が
世
界
で
始
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
、
国
内
外
の
多
く
の
企
業

が
、
超
小
型
衛
星
の
分
野
に

参
入
。
そ
れ
を
支
え
る
高
品

質
な
人
工
衛
星
の
設
計
・
製

造
・
運
用
を
現
場
で
支
え
る

技
術
者
の
不
足
が
顕
在
化
し

て
き
た
。
本
学
は
「
研
究
開

発
で
は
な
く
、
必
要
な
知
識

と
経
験
を
有
し
、
確
実
に
稼

働
す
る
衛
星
を
安
定
し
て
製

造
で
き
る
人
材
を
育
て
る
」

こ
と
を
目
標
に
高
度
技
術
者

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具
体
化

す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ま
ず
今

年
度
の
３
年
生
を
対
象
に
、

第
１
号
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
22
年
度
打
ち
上
げ
予
定
）

を
実
施
す
る
。
衛
星
の
設
計

・
製
造
・
試
験
・
運
用
体
験

を
取
り
入
れ
る
実
践
的
な
教

育
を
行
う
。
継
続
的
に
衛
星

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る

こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
内
に
蓄
積
す

る
。

　
一
方
、
１
・
２
年
生
に
は

缶
サ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
、
人

工
衛
星
を
造
る
前
段
階
と
し

て
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
体
験
を
提
供
す
る
。
缶

サ
ッ
ト
と
は
衛
星
に
見
立
て

た
缶
サ
イ
ズ
の
飛
行
ロ
ボ
ッ

ト
。
缶
サ
ッ
ト
そ
の
も
の
は

宇
宙
で
運
用
す
る
こ
と
は
な

い
が
、
実
際
に
宇
宙
に
到
達

す
る
キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト
を
作

る
前
段
階
と
し
て
作
成
を
経

験
し
て
も
ら
う
と
い
う
。

■
　宇
宙
産
業
支
え
る
高
度
技
術
者

本
学
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
進

製作予定の超小型衛星のひな型

　
本
学
Ｏ
Ｂ
で
㈱
フ
ジ
コ
ー

　（
本
社
・
北
九
州
市
）
会

長
の
山
本
厚あ

つ

生お

氏
（
昭
和
39

年
、
金
属
工
学
科
卒

写

真
）
が
今
年
３
月
、
80
歳
に

し
て
九
州
大
で
博
士
（
工

学
）
の
学
位
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
フ
ジ
コ
ー
は
山
本
氏
の
父

親
が
創
業
し
た
溶
接
・
溶
射

・
特
殊
鋳
造
な
ど
に
定
評
の

あ
る
会
社
。
山
本
氏
は
本
学

を
卒
業
後
、
親
元
で
製
鋼
事

業
に
携
わ
り
、
超
密
着
溶
射

（
第
１
回
も
の
づ
く
り
大
賞

優
秀
賞
、
２
０
０
５
年
）
や

光
触
媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

で
「
溶
接
・
溶
射
の
フ
ジ
コ

ー
」
の
も
と
を
作
っ
た
。

　
学
位
論
文
は
「
連
続
鋳
掛

け
法
に
よ
る
高
機
能
複
合
材

料
開
発
に
関
す
る
研
究
」。

　
鉄
鋼
製
造
時
に
使
わ
れ
る

鋳
造
部
品
に
は
高
い
機
能
が

要
求
さ
れ
る
。
特
に
圧
延
工

程
に
用
い
ら
れ
る
圧
延
用
ロ

ー
ル
と
搬
送
ロ
ー
ラ
ー
な
ど

は
、
圧
延
製
品
と
直
接
接
触

す
る
た
め
、
耐
摩
耗
性
や
耐

食
性
、
強

き
ょ
う

靭じ
ん

性
の
向
上
が
強

く
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　
山
本
氏
は
、
強
靭
な
鍛
鋼

を
芯
材
と
し
、
高
合
金
系
白

鋳
鉄
を
連
続
的
に
溶
融
・
被

覆
す
る
新
し
い
連
続
鋳
掛
け

法（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
法
）を
開
発
し
、

従
来
材
料
に
比
べ
飛
躍
的
な

耐
久
性
向
上
を
達
成
。
さ
ら

に
安
価
で
利
用
価
値
の
高
い

合
金
設
計
と
プ
ロ
セ
ス
最
適

化
を
行
い
、
ロ
ー
ル
再
生
技

術
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
も

寄
与
す
る
成
果
を
挙
げ
た
。

　
一
方
、
フ
ジ
コ
ー
の
光
触

媒
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
光
が

当
た
る
と
活
性
酸
素
を
発
生

さ
せ
る
触
媒
（
酸
化
チ
タ
ン

な
ど
）
を
溶
射
で
皮
膜
形
成

す
る
技
術
。
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
死
滅
さ
せ
消
臭
効
果
に

も
優
れ
る
。
フ
ジ
コ
ー
は

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
共
同
研

究
し
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
実
験
棟
の
マ
ウ
ス
用
ケ

ー
ジ
に
使
用
。
マ
ウ
ス
を

世
界
で
初
め
て
全
数
生
存

の
ま
ま
帰
還
さ
せ
た
。

　
山
本
氏
は
本
紙
「
活
躍

す
る
校
友
」（
２
０
１
３
年

９
月
号
）に
登
場
。「
兵
舎

の
よ
う
な
建
物
が
い
く
つ

か
あ
っ
た
く
ら
い
」
の
本

学
で
勉
学
や
潮
干
狩
り
を

し
た
こ
と
な
ど
を
語
り
、

後
輩
た
ち
に
「
個
性
豊
か

に
、
自
分
の
思
い
や
気
力

を
し
っ
か
り
も
っ
て
」
と

励
ま
し
て
い
た
。

卒
業
生
　80
歳
で
博
士
号

■　
「
溶
接
・
溶
射
の
フ
ジ
コ
ー
」会
長

　
日
本
機
械
学
会
は
、
本
学

の
上
田
隆
一
・
未
来
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
准
教
授

写
真

が
行
っ
た
①
「
確
率
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
」（
２
０
０
７
年
・

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
）

の
翻
訳
出
版
②
「
詳
解

確

率
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」（
19
年
・

講
談
社
）の
出
版
と
、解
説
動

画
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
上
で
の
公

開
｜
｜
の
２
つ
の
業
績
に
対

し
４
月
22
日
付
で
２
０
２
０

年
度
教
育
賞
を
贈
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
発
表
さ
れ
た
。

　
上
田
准
教
授
は
、
確
率
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
分
野
の
国
内
の

第
一
人
者
で
、
理
論
や
実
装

を
ロ
ボ
カ
ッ
プ
・
サ
ッ
カ
ー

や
つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど

に
生
か
し
て
き
た
。「
確
率

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」
は
米
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
の
ス
ラ
ン
教

授
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
の
フ
ォ

ッ
ク
ス
准
教
授
、
独
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
大
の
バ
ー
ガ
ー
ド
教

授
ら
の
共
著
「Probabilis

tic 
ROBOTICS

」
の
翻
訳

書
。
不
確
実
さ
や
予
測
困
難

な
事
象
に
対
処
す
る
確
率
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
の
主
要
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
解
説
。
自
動
車
の

自
動
走
行
に
も
応
用
さ
れ
て

い
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、「
詳
解

確
率
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
」
は
本
学
大
学
院

で
講
義
し
た
内
容
を
も
と
に

ま
と
め
た
入
門
書
で
、
副
題

に<Python

に
よ
る
基
礎
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
実
装>

と
あ

る
よ
う
に
、
理
論
解
説
に
加

え
て
実
装
例
ま
で
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

講
義
用
に
本
書
に
基
づ
い
た

動
画
を
作
成
し
、
全
国
の
学

生
・
研
究
者
向
け
に
ウ
ェ
ブ

上
で
公
開
し
た
。

　
上
田
准
教
授
は
「
難
解
な

こ
の
分
野
を
理
解
す
る
学
生

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
１
人
で
も

多
く
増
や
し
た
い
と
考
え
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
学
の
講

義
で
も
書
籍
や
動
画
だ
け
で

な
く
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
駆

使
し
て
解
説
を
試
み
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
生
が
難

し
い
顔
を
し
て
話
を
聞
い
て

い
る
状
況
な
の
で
、
さ
ら
に

試
行
錯
誤
し
て
い
き
ま
す
」

と
語
っ
た
。

上田准教授に　
機械学会が教育賞
■ 確率ロボティクスで貢献

　
レ
ー
ザ
ー
や
光
フ
ァ
イ
バ

ー
な
ど
光
技
術
を
応
用
し
た

産
業
の
育
成
を
図
る
光
産
業

技
術
振
興
協
会
（
光
協
会
）

は
、
協
会
創
立
40
周
年
の
記

念
功
労
者
の
１
人
に
本
学
機

械
電
子
創
成
工
学
科
の
長
瀬

亮
教
授

写
真

を
選
び
、

６
月
14
日
、
東
京
都
新
宿
区

の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

東
京
で
開
か
れ
た
40
周
年
記

念
式
典
で
表
彰
し
た
。

　
長
瀬
教
授
の
専
門
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い
た
精
密

計
測
技
術
や
、
微
小
領
域
の

変
形
に
配
慮
し
た
精
密
機
構

デ
バ
イ
ス
の
設
計
な
ど
。
特

に
次
世
代
光
通
信
で
マ
ル
チ

コ
ア
フ
ァ
イ
バ
ー
用
光
コ
ネ

ク
タ
の
開
発
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
。

　
光
協
会
は
授
賞
理
由
を

「
光
コ
ネ
ク
タ
及
び
関
連
す

る
国
際
標
準
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
委
員
長
な
ど
を
務
め
た

ほ
か
、
光
コ
ネ
ク
タ
関
連
の

標
準
化
事
業
へ
の
長
年
に
わ

た
る
貢
献
」
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
表
彰
者
は
２
０
１

０
年
以
降
の
10
年
間
を
中
心

に
23
人
が
選
ば
れ
た
。

長
瀬
教
授
を
光
協
会
が
表
彰

■　

光
コ
ネ
ク
タ
開
発
な
ど
リ
ー
ド

　
高
校
教
員
を
対
象
に
、
本

学
の
令
和
４
年
度
入
試
の
説

明
会
が
６
月
１
日
に
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
、
６
月

４
日
に
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、
２
日
間
で
計
１

２
０
校
１
２
４
人
の
進
路
指

導
担
当
教
師
た
ち
が
参
加
し

た

写
真
。
同
時
に
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
津
田
沼
で

の
説
明
会
を
ラ
イ
ブ
配
信
、

全
国
で
１
０
２
校
１
０
５
人

が
視
聴
し
た
。

　
２
回
の
説
明
会
で
は
日
下

部
入
試
広
報
部
長
が
前
年
度

を
振
り
返
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
で
い
ち
早
く
対
面
授
業

を
実
施
し
た
こ
と
や
入
試
結

果
、
就
職
状
況
や
退
学
者
・

留
年
者
抑
制
へ
の
取
り
組
み

を
説
明
。
ま
た
、
学
部
横
断

型
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

高
校
生
向
け

の
参
加
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
触
れ

た
。

　
続
い
て
新

た
な
試
み
と

し
て
「
在
学

生
か
ら
み
た

千
葉
工
大
」

を
板
谷
英
志

さ
ん
（
情
報

科
学
専
攻
修

士
１
年
）
が

プ
レ
ゼ
ン
し

た
。
入
学
理

由
や
学
ん
で

い
る
こ
と
、

大
学
へ
の
要
望
な
ど
、
学
生

の
本
音
を
語
り
、
教
員
か
ら

「
先
生
と
の
関
係
性
が
見
ら

れ
よ
か
っ
た
」「
有
意
義
に
大

学
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
た
」「
プ
レ
ゼ

ン
能
力
の
高
さ
に
驚
い
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
終
盤
で
は
、
大
川
茂
樹
・

入
試
委
員
長
（
副
学
長
・
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
教

授
）
が
昨
年
度
の
詳
し
い
入

試
結
果
や
、
令
和
４
年
度
の

総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型

選
抜
、
大
学
独
自
入
学
試

験
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

利
用
入
学
試
験
の
要
点
な
ど

を
説
明
。
入
試
改
革
初
年
度

に
あ
た
り
受
験
生
が
安
心
し

て
入
試
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

配
慮
し
た
こ
と
、
ま
た
進
学

支
援
な
ど
に
つ
い
て
話
す

と
、
高
校
教
員
た
ち
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

高
校
教
員
に
４
年
度
入
試
説
明
会
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た
の
で
、
食
費
が
軽
減
で
き

て
あ
り
が
た
い
」「
バ
ラ
ン

ス
よ
い
定
食
が
３
０
０
円
っ

て
、
神
！
」「
ミ
ー
ル
チ
ケ

ッ
ト
を
ま
だ
利
用
し
て
い
る

の
に
、
さ
ら
に
安
く
な
っ
て

う
れ
し
さ
倍
増
」
な
ど
と
、

好
評
の
週
間
と
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
先
行
き
が
見
え
な
い

状
況
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。

　
本
学
で
は
、
短
い
準
備
期

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
６
月
25

日
か
ら
無
事
に
職
域
接
種
を

開
始
し
、
希
望
者
に
接
種
の

機
会
を
提
供
で
き
本
当
に
喜

ば
し
く
奇
跡
の
よ
う
な
日
々

と
担
当
者
ら
は
ホ
ッ
と
し
て

い
る
と
い
う
の
が
本
音
だ
。

　
そ
ん
な
不
安
と
期
待
が
交

差
し
、
ま
た
、
様
々
な
批
判

が
飛
び
交
う
中
で
開
催
さ
れ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
始

ま
っ
て
み
れ
ば
日
本
勢
が
連

日
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
で
、

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
た
び
無

条
件
に
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も「
選
手

た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に

感
動
す
る
」
と
好
意
的
な
意

見
に
ホ
ッ
と
し
て
し
ま
う
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
、

大
好
き
な
内
村
航
平
選
手
が

「
笑
っ
て
い
た
い
。
シ
ン
プ

ル
に
。
演
技
を
終
え
て
着
地

を
し
た
時
、
笑
っ
て
い
た
い

で
す
」
と
、
心
の
底
か
ら
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
標
を
語
っ

て
い
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

が
会
心
の
演
技
の
あ
と
見
せ

る
笑
顔
は
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊

す
る
社
会
に
さ
す
一
筋
の
光

に
な
る
。
そ
ん
な
希
望
を
胸

に
最
後
ま
で
応
援
し
た
い
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
本
学
か
ら
歩
い
て
い
け
る

距
離
に
谷
津
バ
ラ
園
が
あ

り
、
毎
年
、
５
月
の
中
旬
か

ら
終
わ
り
頃
に
な
る
と
満
開

の
バ
ラ
を
楽
し
み
に
い
き
ま

す
。

　
谷
津
バ
ラ
園
に
は
、
バ
ラ

だ
け
で
な
く
、
物
理
学
者
ア

イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

実
家
に
あ
っ
た
り
ん
ご
の
木

の
子
孫
が
あ
り
ま
す
。
木
か

ら
落
ち
る
り
ん
ご
を
見
て
万

有
引
力
を
発
見
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
逸
話
は
有
名

で
す
ね
。
昭
和
39
年
に
ゴ
ー

ド
ン
・
サ
ザ
ラ
ン
ド
博
士
か

ら
柴
田
雄
次
博
士
に
送
ら
れ

た
も
の
を
増
や
し
て
、
日
本

各
地
に
配
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ペ
ス
ト
が

流
行
し
た
と
き
に
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
か
ら
実
家
の
あ
る
リ

ン
カ
ン
シ
ャ
ー
に
疎
開
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
学
の
雑

務
か
ら
解
放
さ
れ
思
考
を
巡

ら
せ
る
た
め
の
十
分
な
時
間

が
で
き
た
こ
と
が
、
万
有
引

力
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
の
た
め
に
行
動

が
制
限
さ
れ
て
い
て
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
頃
と
状
況
が
似
て

い
ま
す
。
こ
の
大
変
な
状
況

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
よ
う
に
新
し
い
発

見
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー

　
物
理
教
室

　
　
　
　
　
　
轟
木
　
義
一

　
毎
日
の
生
活
に
大
き
な
変

化
は
な
く
て
も
、
ク
ス
ッ
と

笑
え
る
だ
け
で
少
し
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
る
。
こ
れ
も
そ

の
一
つ
、「
18
歳
と
81
歳
の

違
い
」。
ど
う
も
数
年
前
に

「
笑
点
」
で
お
題
に
な
っ
た

ら
し
い
。
そ
の
内
容
は
、

「
道
路
を
爆
走
す
る
の
が
18

歳
、
逆
走
す
る
の
が
81
歳
」

「
ド
キ
ド
キ
が
止
ま
ら
な
い

の
が
18
歳
、
動
悸
が
止
ま
ら

な
い
の
が
81
歳
」「
偏
差
値

が
気
に
な
る
18
歳
、
血
圧
・

血
糖
値
が
気
に
な
る
81
歳
」

な
ど
な
ど
、
分
か
る
！
と
い

う
こ
と
ば
か
り
。
こ
れ
を
両

親
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
相

手
に
ム
ッ
と
し
た
時
も
こ
れ

を
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
る
と

ケ
ン
カ
を
す
る
気
も
起
き
な

く
な
る
と
、
夫
婦
円
満
に
も

一
役
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
も
と
も
と
は
知
人
の
ブ
ロ

グ
で
知
っ
た
も
の
。
手
軽
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
共
有
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

れ
る
が
、
や
は
り
同
じ
空
間

で
共
通
の
話
を
し
た
り
笑
っ

た
り
す
る
の
が
一
番
だ
。
毎

年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
時
に
後

輩
に
会
い
に
く
る
卒
業
生
た

ち
の
「
久
し
ぶ
り
〜
！
」
の

声
や
、
同
窓
会
総
会
な
ど
で

十
数
年
ぶ
り
に
大
学
を
訪
れ

た
先
輩
方
の
「
随
分
立
派
だ

な
ぁ
！
」
の
声
も
久
し
く
聞

い
て
い
な
い
。
色
々
な
人
が

笑
顔
で
集
ま
れ
る
日
を
待
ち

望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

　
入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
目
良
　
美
代
子

７月16日（金）前期・春学期授業終了、22日（木）海の日、23日（金）スポーツの日、新型コロナウイルスワクチン接種開始【２回目】（８月２日まで）

　
千
葉
県
八
街
市
教
育
委
員

会
と
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
は
５

月
26
日
、
同
市
内
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
皆

既
月
食
の
特
別
観
望
会
を
開

き
、
そ
の
様
子
をYou

Tube

で
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
。
雲
で

皆
既
月
食
は
見
え
な
か
っ
た

も
の
の
、
２
０
０
人
を
超
え

る
人
々
が
参
加
。
天
文
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
解
説

な
ど
に
驚
き
や
感
動
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
観
望
会
は
、
本
学
と
同
市

が
２
０
１
９
年
に
結
ん
だ
包

括
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て

初
め
て
実
現
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

の
秋あ

き

田た

谷や

洋
・
上
席
研
究
員

が
解
説
を
引
き
受
け
た
。

　
皆
既
月
食
は
、
太
陽
と
地

球
と
月
が
一
直
線
に
並
び
、

満
月
が
地
球
の
影
に
完
全
に

覆
わ
れ
る
現
象
。
国
内
で
見

ら
れ
る
の
は
３
年
ぶ
り
。
月

が
１
年
で
最
も
地
球
に
近
づ

く
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
と
重
な

り
、
関
心
を
集
め
た
。

　
ラ
イ
ブ
中
継
で
は
月
が
す

ぐ
に
雲
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
国
立
天
文
台
開
発
の

仮
想
宇
宙
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

「
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ａ
」
を
使

い
、
主
に
秋
田
谷
上
席
研
究

員
が
解
説
し
た

写
真
。

　
秋
田
谷
上
席
研
究
員
は

「
月
食
が
な
ぜ
赤
い
か
？
」

の
質
問
に
、「
赤
色
は
地
球

の
夕
焼
け
の
色
。
太
陽
の
光

は
地
球
の
大
気
を
通
過
す
る

際
に
散
乱
さ
れ
に
く
い
赤
い

色
が
残
り
、
屈
折
し
て
影
の

内
側
に
ま
で
曲
げ
ら
れ
、
月

を
ほ
ん
の
り
赤
く
照
ら
す
の

で
す
」
な
ど
と
説
明
。

　
最
後
に
「
す
ぐ
に
飽
き
て

も
よ
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
中
か
ら
、
こ

れ
は
面
白
い
と
思
う
こ
と
が

出
て
き
ま
す
。
好
き
な
こ
と

を
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
け

る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
」

と
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
。

皆
既
月
食
　八
街
で
観
望
会

■　

秋
田
谷
上
席
研
究
員
が
解
説

　
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
（
時

田
正
一
・
代
表
理
事
組

合
長
）
か
ら
本
学
に
６

月
７
日
、
柏
市
田
中
地

区
で
生
産
さ
れ
た
「
田

中
産
こ
し
ひ
か
り
無
洗

米
」
２
㌧
が
寄
贈
さ
れ

た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
で
い
ろ
い
ろ

影
響
を
受
け
て
い
る
学

生
を
元
気
づ
け
る
た
め

に
役
立
て
て
」
と
贈
ら

れ
た
も
の
。

　
米
は
津
田
沼
・
新
習
志
野

の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
学
生
寮

の
食
堂
で
活
用
さ
れ
た
。
両

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
食
堂
Ｃ

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
で
は
６
月
21

〜 

25
日
を
サ
ー
ビ
ス
期
間

と
し
、
ご
飯
類
を
含
む
食
事

メ
ニ
ュ
ー
を
50
円
引
き
で
提

供
し
た
。

　
対
象
メ
ニ
ュ
ー
の
一
番
人

気
は
工
大
ラ
ン
チ
。
通
常
３

５
０
円
が
３
０
０
円
！
　
定

番
カ
レ
ー
は
２
５
０
円
が
２

０
０
円
、
お
に
ぎ
り
も
１
個

１
０
０
円
が
50
円
に
。

　
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は

「
ア
ル
バ
イ
ト
日
数
が
減
っ

■　

Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
が
２
㌧

学
生
た
ち
に
米
を
！

　
５
月
15
日
号
４

面
・
新
任
紹
介
の

記
事
で
、
東
壯
一
郎
准
教
授

の
ふ
り
が
な
「
あ
ず
ま
　
そ

う
い
ち
ろ
う
」
は
「
ひ
が
し

　
そ
う
い
ち
ろ
う
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

お
わ
び

食堂で50円引きメニューを選ぶ学生たち

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

２
０
２
１
年
度
Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会

は
集
合
形
式
で
の
開
催
を
中

止
と
し
た
が
、
６
月
26
日
、

会
員
か
ら
の
議
案
回
答
書
に

基
づ
く
書
面
決
議
に
よ
っ
て

無
事
終
了
し
た
。

　
議
事
は
、
令
和
２
年
度
の

事
業
・
決
算
・
監
査
報
告
お

よ
び
令
和
３
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
案
な
ど
で
、
さ
ら

に
会
長
以
下
の
新
役
員
と
評

議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　
令
和
３
年
度
役
員
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）。

　
▽
会
長 

石
上
藤
吾
（
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
３

年
）
▽
副
会
長 

瀬
尾
千
里

（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

１
年
）
▽
副
会
長 

橋
本
和

明（
応
用
化
学
科
教
授
）▽
監

事 

澤
井
謙
一
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
３

年

）▽
監
事 

村
上
利
幸（
経

営
情
報
科
学
科
准
教
授
）

　
ま
た
こ
の
日
は
、
進
路
決

定
を
控
え
る
学
部
４
年
生
お

よ
び
修
士
２
年
生
の
、
コ
ロ

ナ
禍
中
で
の
就
職
活
動
や
進

路
へ
の
不
安
・
悩
み
に
対
応

し
よ
う
と
、
希
望
す
る
保
護

者
ら
に
学
科
別
個
別
面
談
を

実
施
し
た

写
真
。
今
後
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
地
区
懇
談
会
を
別
表

の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会　
書
面
で
決
議

会
長
に
石
上
氏
　個
別
で
進
路
面
談
も

地 区 開催日 会　　場　　名 電話

札 幌 9月５日(日） ホテルマイステイズ　札幌アスペン 011-700-2111

函 館 9月４日(土） ホテル函館ロイヤル 0138-26-8181

釧 路 9月４日(土） 釧路プリンスホテル 0154-31-1111

青 森 9月５日(日） ホテルＪＡＬシティ青森 017-732-2580

盛 岡 9月12日(日） ホテルメトロポリタン盛岡本館 019-625-1211

仙 台 9月12日(日） ホテルＪＡＬシティ仙台 022-711-2580

秋 田 9月11日(土） 秋田キャッスルホテル 018-834-1141

山 形 9月４日(土） ホテルメトロポリタン山形 023-628-1111

酒 田 9月５日(日） ホテルリッチ&ガーデン酒田 0234-26-1111

福 島 9月11日(土） グランパークホテル エクセル福島恵比寿 024-533-4166

会 津 9月12日(日） 会津若松ワシントンホテル 0242-22-6111

いわき 9月５日(日） いわきワシントンホテル 0246-35-3000

水 戸 9月４日(土） 水戸京成ホテル 029-226-3111

土 浦 9月５日(日） ホテルマロウド筑波 029-822-3000

潮 来 9月５日(日） 潮来ホテル 0299-62-3130

宇都宮 9月11日(土） ホテルニューイタヤ 028-635-5511

小 山 9月12日(日） 小山グランドホテル 0285-24-5111

高 崎 9月11日(土） 高崎ワシントンホテルプラザ 027-324-5111

さいたま 9月12日(日） ロイヤルパインズホテル浦和 048-827-1111

新 潟 9月12日(日） ホテルオークラ新潟 025-224-6111

長 岡 9月11日(土） ホテルニューオータニ長岡 0258-37-1111

富 山 9月４日(土） ホテルグランテラス富山 076-431-2211

甲 府 9月12日(日） ホテル談露館 055-237-1331

長 野 9月５日(日） ホテルＪＡＬシティ長野 026-225-1131

松 本 9月11日(土） 松本ホテル花月 0263-32-0114

小 諸 9月４日(土） 小諸グランドキャッスルホテル 0267-22-8000

静 岡 9月５日(日） 中島屋グランドホテル 054-253-1151

浜 松 9月４日(土） オークラアクトシティホテル浜松 053-459-0111

沼 津 9月４日(土） プラサヴェルデ 055-920-4100

名古屋 9月11日(土） ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋 052-683-4111

大 阪 9月12日(日） ANAクラウンプラザホテル大阪 06-6347-1112

広 島 9月11日(土） リーガロイヤルホテル広島 082-502-1121

松 山 9月４日(土） ホテルマイステイズ松山 089-913-2580

高 知 9月５日(日） 三翠園 088-822-0131

福 岡 9月12日(日） オリエンタルホテル福岡博多ステーション 092-461-0170

大 分 9月11日(土） レンブラントホテル大分 097-545-1040

宮 崎 9月５日(日） ホテルＪＡＬシティ宮崎 0985-25-2580

鹿児島 9月４日(土） 鹿児島サンロイヤルホテル 099-253-2020

那 覇 9月11日(土） ホテルロイヤルオリオン 098-866-5533

本 学 9月26日(日） 千葉工業大学津田沼キャンパス 047-478-0209

令和３年度　ＰＰＡ地区懇談会会場


